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卒
業
式
の
季
節
を
迎
え
、

小
学
校
は
46
人
が
卒
業
し
、

28
人
が
入
学
予
定
で
児
童
総

数
は
197
人
。

中
学
校
は
、
51
人
が
卒
業

し
、
43
人
が
入
学
予
定
で
生

徒
総
数
129
人
の
見
込
み
。

ま
た
名
野
川
小
は
、
来
年

度
全
児
童
が
別
府
小
へ
転
校

す
る
た
め
休
校
と
な
る
。
現

在
、
保
護
者
を
中
心
に
２
月

27
日
に
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
記
念
誌
や
閉
校
の
行

事
を
計
画
中
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

が
経
ち
、
各
小
、
中
学
校
で

は
復
興
支
援
の
気
持
ち
を
込

め
、
義
援
金
を
募
集
し
た
り
、

気
持
ち
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
手

紙
に
託
し
、
被
災
地
に
送
る

と
と
も
に
、
本
町
で
育
っ
た

宇
宙
桜
の
苗
を
送
り
植
え
て

も
ら
う
こ
と
も
計
画
し
、
気

仙
沼
市
立
大
島
小
、
中
学
校

と
の
復
興
を
応
援
す
る
交
流

を
進
め
て
い
る
。

卒
業
・
入
学

学
校
再
編
へ
の
取
り
組
み

は
、
１
月
に
名
野
川
地
区
３

カ
所
、
２
月
に
大
崎
地
区
３

カ
所
で
説
明
会
を
行
い
、
延

べ
11
回
に
な
っ
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ
業
務
委

託
し
て
き
た
が
、
24
年
度
か

ら
取
り
や
め
、
教
育
委
員
会

で
業
務
を
行
う
。

福
祉
関
係
部
署
と
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
、
子
育
て
を

す
る
親
へ
の
支
援
と
、
子
ど

も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
応

援
し
て
い
く
。

旧
名
野
川
村
で
生
ま
れ
、

日
本
の
財
界
で
活
躍
し
た
、

金
子
直
吉
翁
の
資
料
室
が
、

し
も
な
の
郷
１
階
に
完
成
し

た
。今

後
も
関
係
す
る
資
料
を

幅
広
く
集
め
た
い
。

農
村
文
化
が
衰
退
す
る

中
、
貴
重
な
民
俗
資
料
保
存

の
た
め
、
旧
安
居
小
学
校
校

舎
内
に
民
俗
資
料
保
管
室
を

整
え
た
。
今
後
、
資
料
収
集

と
保
存
に
努
め
て
い
く
。

23
年
度
補
正
予
算
（
繰
越

事
業
）
に
池
川
中
学
校
耐
震

補
強
と
校
舎
改
修
工
事
費
１

億
９
千
万
円
と
、
当
初
予
算

に
池
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

耐
震
補
強
工
事
６
千
878
万
円

を
計
上
。

中
学
校
２
校
体
制
へ
の
準

備
関
連
予
算
１
千
200
万
円
、

教
育
版
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
た
め
の
事
業
費
410
万

円
な
ど
を
計
上
。

宇
宙
桜

学
校
再
編

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

金
子
直
吉

池
川
中
耐
震

民
俗
資
料
保
存

2
校
体
制
へ
準
備
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な
ど
を
行
い
、
適
格
性
を
検

討
し
、
決
定
し
た
い
。

森
地
域
へ
の
福
祉
施
設
の

整
備
は
、
視
察
研
修
な
ど
を

実
施
し
検
討
を
深
め
た
い
。

農
産
物
等
集
荷
支
援
事
業

の
充
実
、
農
産
物
の
流
通
促

進
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
、

耕
作
放
棄
の
実
態
の
把
握
、

抑
制
に
努
め
、
併
せ
て
体
験

農
園
な
ど
の
活
用
を
検
討
し
、

解
決
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

巡
っ
て
来
た
機
会
や
地
域
の

強
み
を
活
か
し
、
魅
力
や
活

力
を
創
造
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。町

全
体
の
浮
揚
、
活
性
化

に
つ
な
が
る
議
論
を
促
し
、

�
瞰
し
た
う
え
で
、
集
落
、

団
体
や
人
、
産
業
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
徴
や
個
性

を
活
か
し
て
魅
力
と
活
力
を

創
造
す
る
施
策
を
、
責
任
あ

る
決
断
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
持
っ
て
実
践
、
実
行
し
、

町
の
活
性
化
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
と
ち
の
木
園
」
お
よ
び
「
岩

丸
荘
」
の
施
設
で
は
賄
い
き

れ
く
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
を
目
指
し
た
整
備
、
池
川

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
、

439
市
の
新
築
、
長
者
地
区
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
づ
く

り
の
実
施
。

建
設
候
補
地
の
地
盤
調
査
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国
交
省
四
国
整
備
局
が
、

急
カ
ー
ブ
区
間
の
回
避
、
積

雪
や
凍
結
に
よ
る
通
行
障
害

な
ど
の
解
消
を
目
的
に
整
備

し
て
い
た
国
道
33
号
線
三
坂

道
路
が
、
久
万
高
原
町
か
ら

松
山
市
久
谷
町
ま
で
7.6
㎞
が

自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
３

月
17
日
午
後
１
時
か
ら
全
面

開
通
し
た
。

防
災
機
能
、
通
行
障
害
の

減
少
、
観
光
の
活
性
化
や
緊

急
医
療
活
動
の
円
滑
化
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

松
山
市
と
高
知
市
の
中
心

に
位
置
す
る
本
町
の
交
通
は

ゆ
う
に
及
ば
ず
、
産
業
の
発

展
、
四
季
を
通
じ
た
観
光
の

活
性
化
を
期
待
す
る
。

合
併
初
年
度
か
ら
数
え
て

８
年
度
目
と
な
る
24
年
度
を

「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

践
、
実
行
元
年
」
と
す
べ
く

「
自
然
と
共
生
し
た
魅
力
と
活

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

力
強
く
進
め
る
施
策
を
意
欲

的
に
展
開
し
た
。

一
般
会
計
予
算
総
額
は
対

前
年
度
比
で
10.8
％
増
、
額
に

三
坂
道
路
の
完
成

当
初
予
算
編
成

活力あるまちづくり

し
て
６
億
７
千
万
円
増
の
68

億
６
千
800
万
円
余
り
と
な
っ

た
。こ

れ
ま
で
の
７
年
は
、
旧

３
町
の
抱
え
て
い
た
課
題
の

解
決
や
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
た
め
の
調
整

な
ど
を
中
心
に
行
政
を
進
め

て
き
た
。

人
口
減
少
が
進
み
、
様
々

な
問
題
が
生
じ
る
な
か
で
対

症
療
法
的
な
守
り
の
施
策
だ

け
で
は
衰
退
は
避
け
ら
れ
ず
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
は

不
可
能
で
あ
る
。

「
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
は
、

変
化
す
る
社
会
の
中
で
問
題

ふ
か
ん

施
設
整
備

新
庁
舎
の
建
設

地
域
福
祉
施
設

産
業
振
興

新庁舎予定地（大崎保育所）

新庁舎予定地（吾川中グラウンド）



定
し
た
。

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
整

備
し
た
木
材
乾
燥
施
設
な
ど

は
、
国
、
県
の
承
認
を
得
て
、

協
同
組
合
へ
の
事
業
継
承
を

行
う
こ
と
と
し
、
無
償
で
譲

渡
と
な
っ
た
。

そ
の
他
は
、
専
門
家
の
鑑

定
結
果
を
基
に
約
７
千
万
円

で
有
償
譲
渡
と
な
り
、
不
動

産
登
記
な
ど
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。

に
向
け
て
準
備
を
行
い
、
新

し
い
町
の
新
し
い
学
校
づ
く

り
の
視
点
で
、
保
護
者
の
一

時
的
、
臨
時
的
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
行
政
と
し
て
、

議
論
を
担
保
・
対
応
で
き
る

一
定
予
算
を
、
開
校
準
備
経

費
と
併
せ
て
計
上
。

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て

合
併
振
興
基
金
へ
２
億
円
積

み
立
て
る
ほ
か
、
緑
資
源
幹

線
林
道
受
益
者
負
担
金
１
億

４
千
500
万
円
の
繰
上
げ
納
付

を
行
い
、
将
来
の
負
担
を
軽

減
す
る
よ
う
計
画
。
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自然と共生した

観
　
　
　
光

生
活
環
境
の
整
備

教
　
　
　
育

財
政
の
健
全
化
策

そ
の
他
の
施
策

ソ
ニ
ア
の
状
況

介
護
保
険
事
業

二ノ滝地区ヘリポート

町
産
木
材
の
生
産
、
流
通
、

利
用
拡
大
を
図
り
、
森
林
組

合
、
事
業
協
同
組
合
な
ど
と

の
連
携
を
深
め
、
林
業
、
木

材
産
業
の
振
興
に
努
め
、
町

道
、
林
業
整
備
を
推
進
す
る
。

商
工
会
に
委
託
し
て
、
仁

淀
川
町
観
光
協
会
の
設
立
を

計
画
す
る
と
と
も
に
、
町
内

の
公
園
、
景
勝
地
の
整
備
を

実
施
し
、
ま
た
観
光
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
運
営
を
直
営
で
行

う
特
別
会
計
経
費
を
計
上
。

生
活
道
の
整
備
充
実
に
１

億
円
を
計
上
し
、
土
居
簡
易

水
道
の
改
良
工
事
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
町
内
に
ヘ
リ

ー
ポ
ー
ト
設
置
、
２
カ
所
分
、

３
千
万
円
を
計
上
。

本
町
の
特
性
を
活
か
し
た

学
校
づ
く
り
お
よ
び
給
食
費

の
軽
減
、
地
域
食
材
の
活
用

な
ど
、
食
育
の
推
進
を
図
る

措
置
を
講
じ
て
い
る
。

中
学
校
の
再
編
は
南
北
２

校
と
し
、
25
年
４
月
の
開
校

狩山地区ヘリポート

保
育
料
の
軽
減
策
や
中
学

校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
、
町
内
か
ら
高
校
に
通
学

す
る
場
合
の
通
学
費
助
成
な

ど
も
継
続
す
る
。

24
年
１
月
30
日
に
臨
時
株

主
総
会
を
開
催
し
、
有
形
固

定
資
産
の
う
ち
、
森
林
組
合

と
共
有
地
、
用
居
に
所
有
し

て
い
る
山
林
お
よ
び
保
安
林

以
外
の
資
産
を
仁
淀
川
林
産

協
同
組
合
に
譲
渡
す
る
と
決

第
４
期
介
護
保
険
計
画
が

本
年
度
末
で
満
了
す
る
た
め
、

24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

３
カ
年
を
計
画
期
間
と
す
る

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
た
。

計
画
で
は
一
定
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
を
想
定

し
て
い
る
が
、
３
年
間
の
保

険
料
基
準
額
は
、
準
備
基
金

取
崩
な
ど
の
対
応
で
増
額
す

る
こ
と
な
く
、
現
行
の
４
千

600
円
に
据
置
く
。


